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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月7日(2014.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貼り合わせ対象となるワークに対して接着剤を供給することにより、充填材を供給する
領域を規定するための土手部を形成する接着剤供給装置において、
　前記ワークに対して、接着剤の流動を抑制する線状の抑制部を生成する抑制部生成部と
、
　前記抑制部に接する位置に、土手部となる接着剤を線状に供給する接着剤供給部と、
　を有することを特徴とする接着剤供給装置。
【請求項２】
　前記抑制部生成部は、前記ワークに対して、前記土手部よりも低い小土手部を形成する
小土手部形成部を有することを特徴とする請求項１記載の接着剤供給装置。
【請求項３】
　前記小土手部形成部は、前記ワークに対して、樹脂を含む材料を塗布する塗布部を有す
ることを特徴とする請求項２記載の接着剤供給装置。
【請求項４】
　前記抑制部生成部は、前記ワークの表面を改質する改質処理部を有し、
　この改質処理部は、前記ワークの表面の汚染物を除去する洗浄部を有することを特徴と
する請求項１記載の接着剤供給装置。
【請求項５】
　前記抑制部生成部は、前記ワークの表面を改質する改質処理部を有し、
　この改質処理部は、前記ワークの表面を荒らす加工部を有することを特徴とする請求項
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１記載の接着剤供給装置。
【請求項６】
　前記抑制部生成部は、前記ワークの表面の接着剤に対する親和性を変える親和性改変処
理部を有し、
　この親和性改変処理部は、前記ワークの表面に、接着剤に対する親液性の高い材料を供
給する親液材料供給部を有することを特徴とする請求項１記載の接着剤供給装置。
【請求項７】
　前記抑制部生成部は、前記ワークの表面の接着剤に対する親和性を変える親和性改変処
理部を有し、
　この親和性改変処理部は、前記ワークの表面に、接着剤に対する撥液性の高い材料を供
給する撥液材料供給部を有することを特徴とする請求項１記載の接着剤供給装置。
【請求項８】
　前記接着剤供給部は、土手部となる接着剤を線状に複数回重ねて供給可能に設けられて
いることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の接着剤供給装置。
【請求項９】
　前記土手部に規定される領域に、充填材を供給する充填材供給部を有することを特徴と
する請求項１～８のいずれか１項に記載の接着剤供給装置。
【請求項１０】
　貼り合わせ対象となるワークに対して接着剤を供給することにより、充填材を供給する
領域を規定するための土手部を形成する接着剤供給方法において、
　前記ワークに対して、接着剤の流動を抑制する線状の抑制部を生成し、
　前記抑制部に接する位置に、土手部となる接着剤を線状に供給することを特徴とする接
着剤供給方法。
【請求項１１】
　前記抑制部は、前記土手部よりも低い小土手部であることを特徴とする請求項１０記載
の接着剤供給方法。
【請求項１２】
　前記抑制部は、前記ワークの表面が改質された改質部であることを特徴とする請求項１
０記載の接着剤供給方法。
【請求項１３】
　前記抑制部は、前記ワークの表面の接着剤に対する親和性を改変した親和性改変部であ
ることを特徴とする請求項１０記載の接着剤供給方法。
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